
現
代
の
書 

優
品
展

企
画
展

道
風
記
念
館
所
蔵

﹇
休
館
日
﹈月
曜
日（
祝
休
日
の
場
合
は
翌
日
）　

﹇
開
館
時
間
﹈午
前
9
時
〜
午
後
4
時
半
　

﹇
観
覧
料
﹈一
般
1
0
0
円
、高
校
･
大
学
生
50
円
、中
学
生
以
下
無
料

　
展
示
品
解
説
　

5
月
11
日
㈯
・
6
月
9
日
㈰ 

各
日
午
前
10
時
半
〜
11
時
、 

午
後
2
時
〜
2
時
半 

学
芸
員
が
初
心
者
向
け
に
展
示
品
の
解
説
を
し
ま
す
。

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

2
0
2
4
年

4
月

 26 
日
㊎
―

7
月

 15 
日
㊊·

㊗

　
春
日
井
市
道
風
記
念
館
は
、
平
安
時
代
の
能
書
、
小
野
道
風
の
誕
生
伝
説
地
に
建
つ
書
専
門
の
美
術
館
で
す
。
昭
和
56

（
1
9
8
1
）年
11
月
に
開
館
し
、
今
年
で
43
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
古
代
か
ら
現
代
、
日
本
だ
け
で
な
く
中
国
を
含
め
た
幅
広

い
書
芸
術
を
紹
介
す
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
の
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
道
風
記
念
館
が
所
蔵
す
る
書
作
品
の
な
か
か
ら
、
現
代
の
書
の
優
品
を
展
示
し
ま
す
。
こ
こ
で
い

う
「
現
代
」
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
時
代
と
い
う
ほ
ど
の
ふ
ん
わ
り
と
し
た
く
く
り
で
、
主
に
昭
和
・
平
成
に
生
き
た

書
家
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
日
本
の
近
現
代
史
に
お
い
て
、
戦
前
と
戦
後
で
は
い
う
ま
で
も
な
く
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
書
の
表
現
に
お
い
て

も
、
書
が
会
場
芸
術
と
な
る
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い
傾
向
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
古
典
を
基
と
し
つ
つ
現
代
に
生
き
る
漢
字
の
書
、
繊
細
さ
と
力
強
さ
を
あ
わ
せ
も
つ
大
字
仮
名
の
書
、
漢
字

仮
名
交
じ
り
の
現
代
の
言
葉
で
表
現
す
る
書
、
少
な
い
文
字
数
で
主
に
線
表
現
に
主
眼
を
お
い
た
書
、
紙
面
構
成
と
線
表
現

で
勝
負
し
た
非
文
字
の
書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
表
現
を
こ
の
展
覧
会
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
館
蔵
の
書
作
品
と
い

う
範
囲
な
が
ら
も
、
日
本
の
現
代
の
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
き
ゅ
っ
と
つ
か
め
る
展
覧
会
で
す
。

◆
J
R
名
古
屋
駅
か
ら
J
R
中
央
本
線
勝
川
駅
下
車
、
タ
ク
シ
ー
10
分
、
徒
歩
30
分

◆

名
二
環
外
回
り
は
松
河
戸
I
C
か
ら
3
分
、
内
回
り
は
小
幡
I
C
か
ら
5
分

◆
J
R
中
央
本
線
大
曽
根
駅
か
ら
ゆ
と
り
ー
と
ラ
イ
ン
で
川
村
駅
下
車
、
徒
歩
10
分

◆
J
R
中
央
本
線
勝
川
駅
ま
た
は
春
日
井
駅
か
ら
か
す
が
い
シ
テ
ィ
バ
ス
南
部
線
で

—

J
R
勝
川
駅
発
車
時
刻
　

9
時
40
分
・
12
時
00
分
・
14
時
15
分

—

J
R
春
日
井
駅
南
口
発
車
時
刻
　

8
時
49
分（
土
日
・
祝
休
日
運
休
）・

　

11
時
18
分
・
13
時
33
分
・
15
時
53
分

春日井市
道風記念館

松河戸
IC

小幡IC

市役所

至名古屋

松川橋

川村

川宮

白沢渓谷

小幡緑地

ゆとりーとライン
（ガイドウェイバス）

至小牧 至多治見

N

勝川橋

勝
川

春日
井

国
道

19
号
線

県
道

JR中
央本
線

勝川IC

名二環・
国道302号線

城北線 庄内川

―

き
ゅ
っ
と
つ
か
め
る
現
代
書―

展
示
品
の
作
者

鈴
木
翠
軒

す
ず
き 

す
い
け
ん

田
中
塊
堂

た
な
か 

か
い
ど
う

桑
田
笹
舟

く
わ
た 

さ
さ
ふ
ね

大
石
隆
子

お
お
い
し 

た
か
こ

上
條
信
山

か
み
じ
ょ
う 

し
ん
ざ
ん

金
子
鷗
亭

か
ね
こ 

お
う
て
い

山
崎
大
抱

や
ま
ざ
き 

た
い
ほ
う

中
野
蘭
疇

な
か
の 

ら
ん
ち
ゅ
う

青
山
杉
雨

あ
お
や
ま 

さ
ん
う

宇
野
雪
村

う
の 

せ
っ
そ
ん

大
平
山
濤

お
お
ひ
ら 

さ
ん
と
う

梅
　

舒
適

ば
い 

じ
ょ
て
き

戸
田
提
山

と
だ 

て
い
ざ
ん

成
瀬
映
山

な
る
せ 

え
い
ざ
ん

松
下
芝
堂

ま
つ
し
た 

し
ど
う

日
比
野
光
鳳

ひ
び
の 

こ
う
ほ
う

比
田
井
南
谷

ひ
だ
い 

な
ん
こ
く

森
田
安
次

も
り
た 

や
す
じ

岡
本
白
濤

お
か
も
と 

は
く
と
う

西
川
　

寧

に
し
か
わ 

や
す
し

桑
原
翠
邦

く
わ
は
ら 

す
い
ほ
う

飯
島
春
敬

い
い
じ
ま 

し
ゅ
ん
け
い

日
比
野
五
鳳

ひ
び
の 

ご
ほ
う

手
島
右
卿

て
し
ま 

ゆ
う
け
い

小
坂
奇
石

こ
さ
か 

き
せ
き

安
東
聖
空

あ
ん
ど
う 

せ
い
く
う

大
池
晴
嵐

お
お
い
け 

せ
い
ら
ん

松
井
如
流

ま
つ
い 

じ
ょ
り
ゅ
う

上
田
桑
鳩

う
え
だ 

そ
う
き
ゅ
う



鈴
木
翠
軒




- 




田
中
塊
堂




- 




桑
田
笹
舟




- 




大
石
隆
子



- 




金
子
鷗
亭




- 




上
條
信
山




- 




山
崎
大
抱




- 




中
野
蘭
疇




- 




青
山
杉
雨


- 




宇
野
雪
村


- 




大
平
山
濤




- 

梅

　

舒
適




- 



戸
田
提
山




- 



成
瀬
映
山




- 



松
下
芝
堂




- 

日

比
野
光
鳳




- 


比
田
井
南
谷


- 




森
田
安
次


- 




岡
本
白
濤




- 



西
川
　

寧



- 




桑
原
翠
邦




- 




飯
島
春
敬




- 




日
比
野
五
鳳



- 




手
島
右
卿



- 




小
坂
奇
石



- 




安
東
聖
空



- 




大
池
晴
嵐




- 




松
井
如
流




- 




上
田
桑
鳩




- 





